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六
月
に
入
り
吉
日
の
土
日
な
ど
は
、
五
件
六
件
と
結
婚
式
が
続

く
よ
う
に
な
っ
た
。
鹽
竈
様
へ
進
む
新
郎
新
婦
は
、
奉
仕
員
の
さ

し
か
け
る
朱
塗
り
の
大
傘
の
蔭
と
な
る
も
、
花
嫁
の
輝
き
は
隠
し

よ
う
も
な
い
。
続
く
親
族
の
姿
も
又
晴
れ
や
か
だ
。
参
拝
者
も
自

ら
の
晴
れ
の
日
を
思
い
返
し
、
又
は
憧
れ
の
そ
の
日
を
想
い
描
き

な
が
ら
拍
手
で
両
家
を
祝
っ
て
い
る
。
初
宮
詣
で
幼
子
を
抱
い
た

家
族
、
夫
や
両
親
と
と
も
に
安
産
祈
願
に
来
て
い
た
妊
婦
の
方
な

ど
、
居
合
わ
せ
た
人
々
皆
が
笑
顔
と
な
る
境
内
の
様
子
が
戻
っ
て

き
て
い
た
。
す
べ
て
は
地
域
の
安
全
と
各
自
の
健
康
あ
っ
て
こ
そ

の
も
の
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
感
染
不
安
の
中
の
二
年
半
余
を
経

て
、
人
々
の
健
康
を
感
謝
す
る
気
持
ち
や
家
族
の
健
や
か
な
る
こ

と
を
願
う
祈
り
は
一
層
切
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
言
え

ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
悲
し
み
を
想
い
、
国
安
か
れ
と
祈
る
言

葉
も
耳
に
届
く
。

　
　
文ぶ

ん

ち
ゃ
ん
と
我わ

が

名な

今
朝
よ
り
言
ひ
初そ

め
て

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
文
ち
ゃ
ん
の
愛
ら
し
さ
か
な

我
が
子
の
成
長
を
詠
ん
だ
母
の
歌
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
日
か

ら
二
十
一
年
後
、
国
を
守
ら
ん
と
す
る
我
が
子
を
母
は
見
送
る
こ

と
と
な
る
。

　
　
子
守
唄
添そ

ひ
寝ね

の
昔
な
つ
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
今こ

宵よ
ひ

限
り
と
並な

ら

び
寝ね

ま
ほ
し

自
分
の
名
前
を
初
め
て
口
に
し
た
幼
子
の
愛
ら
し
さ
を
幾
度
も
幾

度
も
思
い
返
し
た
だ
ろ
う
母
の
心
を
思
う
と
涙
が
出
る
。
家
族
親

族
が
皆
健
や
か
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
平
和
が
守
ら
れ
ま
す
よ

う
に
と
願
い
誓
う
。
こ
う
し
た
祈
り
が
日
々
積
み
重
ね
ら
れ
、
穏

や
か
で
笑
顔
に
満
ち
た
人
々
が
集
う
神
前
で
あ
り
続
け
て
も
ら
い

た
い
。

み
な
と
祭
　
御
座
船
「
鳳
凰
丸
」
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鹽
　

竈
　

神
　

社
　

例
　

祭
　
七
月
十
日

花
ま
つ
り
斎
行

　

来
る
七
月
十
日
（
日
）、
鹽
竈

神
社
例
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　

古
く
は
陸
奥
国
司
が
神
事
を

に
な
い
、
江
戸
時
代
は
仙
台
藩

主
伊
達
家
が
大
神
主
と
し
て
祭

祀
を
司
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
十
時
よ
り
斎
行

さ
れ
、
祭
典
中
に
特
殊
神
事
「
御

出
幣
式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

御
出
幣
式
は
、
別
宮
・
左
宮
・

右
宮
各
御
本
殿
内
に
奉
安
さ
れ

て
い
る
御
神
幣
を
所
役
三
名
が

奉
戴
し
楼
門
前
ま
で
進
み
、
ま

ず
南
面
し
て
左
右
左
の
順
に
振

り
奉
り
、
さ
ら
に
北
面
し
て
同

様
の
所
作
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

は
国
家
の
安
泰
と
国
民
の
平
和

を
祈
る
も
の
で
、
か
つ
て
は
「
御

朝
参
神
事
」
と
も
称
し
、
筆
頭

禰
宜
家
の
み
が
相
伝
す
る
秘
事

で
し
た
。　

　

ま
た
奉
祝
行
事
と
し
て
、
当

日
午
後
二
時
よ
り
馬
場
に
お
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
さ

れ
て
い
ま
し
た
流
鏑
馬
神
事
を

三
年
振
り
に
斎
行
い
た
し
ま
す
。

別
宮
・
左
宮
・
右
宮
と
三
頭
の

馬
を
立
て
て
、
各
三
番
の
騎
射

が
行
わ
れ
ま
す
。
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宮
城
県
無
形
民
俗
文
化
財

藻
　

塩
　

焼
　

神
　

事

�

七
月
四
日
・
五
日
・
六
日

　

　

鹽
竈
神
社
例
祭
に
先
立
ち
、

市
内
本
町
に
鎮
座
す
る
末
社
・

御
釜
神
社
で
は
、
御
祭
神
・
塩

土
老
翁
神
ゆ
か
り
の
特
殊
神
事

「
藻
塩
焼
神
事
」
が
斎
行
さ
れ
ま

す
。

「
藻
刈
神
事
」
七
月
四
日
（
月
）

　

七
ヶ
浜
花
渕
浜
沖
に
神
事
船

を
出
し
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
と
呼
ば

れ
る
海
藻
を
採
取
す
る
神
事
で

す
。

「
水
替
神
事
」
七
月
五
日
（
火
）

　

松
島
湾
釜
ヶ
渕
よ
り
満
潮
時

の
海
水
を
汲
み
、
古
い
神
釜
の

水
を
海
に
返
し
て
入
れ
替
え
る

神
事
で
す
。
午
前
十
時
に
御
釜

神
社
に
お
い
て
奉
告
祭
、
午
後

二
時
に
出
船
し
神
事
を
斎
行
し

ま
す
。

「
藻
塩
焼
神
事
」
七
月
六
日
（
水
）

　

海
水
を
煮
詰
め
て
塩
を
つ
く

る
神
事
で
す
。
古
代
の
製
塩
方

法
の
一
端
を
伝
え
る
貴
重
な
神

事
と
し
て
、
昭
和
五
十
四
年
に

宮
城
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
で
調
製
さ
れ
た
塩
は
、

御
釜
神
社
例
祭
、
十
日
の
鹽
竈

神
社
例
祭
で
御
神
前
に
御
供
え

さ
れ
る
ほ
か
、
御
釜
神
社
例
祭

参
列
者
に
お
頒
け
し
ま
す
。

塩
竈
み
な
と
祭

�

七
月
十
八
日

　
海
の
日

　

七
月
十
八
日
（
月
・
海
の
日
）

み
な
と
祭
が
三
年
振
り
に
斎

行
さ
れ
ま
す
。

　

志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社

御
両
社
の
大
神
輿
が
御
座
船

「
龍
鳳
丸
」「
鳳
凰
丸
」
に
奉

安
さ
れ
松
島
湾
を
舞
台
に
海

上
を
渡
御
し
ま
す
。

曲
木
神
社
例
祭

�

八
月
一
日

　

八
月
一
日
（
木
）
市
内
新
浜

町
籬
島
に
鎮
座
す
る
末
社
・
曲

木
神
社
の
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

す
。

　

籬
島
は
古
く
よ
り
名
高
い
歌

枕
の
名
所
と
し
て
多
く
の
和
歌

に
詠
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

毎
月
一
日
の
月
次
祭
、
例
祭

前
日
の
前
夜
祭
、
例
祭
日
に
渡

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

わ
が
背
子
を　

都
に
遣
り
て　

塩
竈
の

　
　

ま
が
き
の
島
の　

ま
つ
ぞ
恋
し
き

�

～
古
今
和
歌
集
～

　

四
月
二
十
四
日
、
花
ま
つ
り

が
斎
行
さ
れ
、
御
神
輿
が
三
年

振
り
に
市
内
を
巡
行
さ
れ
ま
し

た
。
各
御
旅
所
で
は
氏
子
の
皆

様
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
市
内

は
賑
わ
い
ま
し
た
。

御出幣式

流鏑馬神事
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五
月
八
日
、
氏
子
崇
敬
会
春

季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
以
下
専
任
理
事
が
参
列

し
、
祭
典
後
、
任
期
満
了
に
よ

り
新
役
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
、
ま
た
永
年
継
続
会
員
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
継
続
表
彰
者

�

（
敬
称
略
）

◇
四
十
年

〈
東
部
〉

　

貞
山
通　
　
　

鈴
木　

信
弘

　

貞
山
通　
　
　

佐
藤　

德
雄

　

港
三
四　
　
　

相
澤　

徳
雄

◇
三
十
年

〈
東
部
〉

　

中
の
島　
　
　

㈱
マ
ル
ハ
ラ

　

中
の
島　
　
　

飛
田　

昇

　

貞
山
通　
　
　

㈱
高
浜

〈
南
部
〉

　

東
玉
川
町
内
会　

山
岸　

輝
男

〈
北
部
〉

　

藤
倉
中
央

　
　
　

振
興
会　

高
橋　

輝
兆

　

藤
倉
親
交
会　

小
島　

邦
雄

◇
二
十
年

〈
西
部
〉

　

玉
川
二　
　
　

菊
地　

裕
子

〈
南
部
〉

　

願
成
寺　
　
　

山
下　

靖
雄

◇
十
年

〈
南
部
〉

　

南
町
一　
　
　

小
柴　

勇
雄

氏
子
崇
敬
会

�

春
季
大
祭
斎
行

ご
結
婚
　
　
　

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

三
月

　

仙
台
市　
　
　

髙
橋
裕
太
郎

　

富
谷
市　
　
　

江
本　

美
里

　

石
巻
市　
　
　

豊
田　
　

滋

　

遠
田
郡　
　
　

境　
　

由
貴

　

仙
台
市　
　
　

藤
原　

裕
也

　

仙
台
市　
　
　

髙
橋　
　

萌

　　

福
島
県　
　
　

渡
邊　

英
樹

　

岩
手
県　
　
　

小
田
島
留
歩

　　

仙
台
市　
　
　

前
川　

健
哉

　

仙
台
市　
　
　

三
浦
友
梨
香

四
月

　

仙
台
市　
　
　

渡
邉　

裕
也

　

黒
川
郡　
　
　

菅
野　

尚
美

　

仙
台
市　
　
　

長
瀬　

達
哉

　

黒
川
郡　
　
　

前
本
奈
々
子

　

石
巻
市　
　
　

菅
野　

真
範

　

石
巻
市　
　
　

佐
藤　

咲
希

　

北
海
道　
　
　

加
藤　

晃
平

　

伊
具
郡　
　
　

横
山　

千
春

　

登
米
市　
　
　

伊
藤　

知
人

　

山
形
県　
　
　

岩
崎　

里
紗

　

石
巻
市　
　
　

日
野　

俊
太

　

岩
手
県　
　
　

髙
橋
美
由
紀

　

千
葉
県　
　
　

榎
本　

康
平

　

岩
手
県　
　
　

斉
田　

優
香

　

塩
竈
市　
　
　

菅
原　

健
太

　

愛
知
県　
　
　

上
野　

貴
子

　

群
馬
県　
　
　

酒
井　

直
紀

　

山
形
県　
　
　

今
野　

志
紀

　

名
取
市　
　
　

鈴
木　

将
明

　

仙
台
市　
　
　

佐
々
木
真
実

　

塩
竈
市　
　
　

佐
藤　
　

強

　

遠
田
郡　
　
　

玉
ノ
井
明
子

　

東
松
島
市　
　

片
倉　

正
幸

　

角
田
市　
　
　

小
野　

嘉
子

　

宮
城
郡　
　
　

相
澤　

喜
光

　

岩
手
県　
　
　

菅
原　

絵
美

　

登
米
市　
　
　

蛯
名　

裕
次

　

名
取
市　
　
　

渡
邊　

仁
菜

　

宮
城
郡　
　
　

鈴
木　

章
太

　

宮
城
郡　
　
　

船
山　

美
希

　

富
谷
市　
　
　

工
藤　

景
信

　

栗
原
市　
　
　

千
葉　

晴
佳

　

黒
川
郡　
　
　

深
沼　

秀
瑛

　

福
島
県　
　
　

荒　
　

智
子

　

仙
台
市　
　
　

渡
辺　
　

翼

　

塩
竈
市　
　
　

佐
藤　
　

茜

　

福
島
県　
　
　

千
葉　

洋
平

　

仙
台
市　
　
　

高
比
座
美
幸

　

茨
城
県　
　
　

久
野　

靖
仁

　

茨
城
県　
　
　

白
土　
　

文

　

仙
台
市　
　
　

金　
　

俊
介

　

岩
手
県　
　
　

藤
原　

理
沙

　

岩
手
県　
　
　

千
葉　
　

靖

　

石
巻
市　
　
　

鈴
木　

志
穂

　

宮
城
郡　
　
　

阿
部　

怜
弥

　

多
賀
城
市　
　

阿
部　

瑞
生

　

仙
台
市　
　
　

早
坂　

貴
弘

　

仙
台
市　
　
　

佐
々
木
奈
央

　　

大
崎
市　
　
　

篠
澤　

健
人

　

遠
田
郡　
　
　

阿
部　

未
来

�

（
敬
称
略
）

　

塩
竈
市　
　
　

佐
々
木
良
太

　

塩
竈
市　
　
　

森　

茉
莉
子

　

山
形
県　
　
　

井
上　

貴
史

　

仙
台
市　
　
　

沢
崎　

友
香

　

福
島
県　
　
　

山
田　

冬
野

　

宮
城
郡　
　
　

笹
山　

来
夢

　

東
京
都　
　
　

壷
井　

俊
一

　

大
崎
市　
　
　
　

谷
な
つ
み

　

福
島
県　
　
　

半
澤　

健
太

　

仙
台
市　
　
　

小
野
寺
有
紀

　

角
田
市　
　
　

滝
沢　

頼
義

　

仙
台
市　
　
　

佐
伯
ち
ひ
ろ

　

岩
手
県　
　
　

佐
藤　

大
地

　

青
森
県　
　
　

田
中
江
利
子

五
月

　

仙
台
市　
　
　

菅
原　

翔
平

　

仙
台
市　
　
　

大
立
目　

葉

　

山
形
県　
　
　

梅
津　

俊
介

　

仙
台
市　
　
　

泉　
　

華
子

　

埼
玉
県　
　
　

外
山　

晶
得

　

栗
原
市　
　
　

曽
根
和
歌
子

　

仙
台
市　
　
　

金　
　

宇
潮

　

遠
田
郡　
　
　

阿
部　

サ
ヤ

藁
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み
な
と
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
三
年
振
り
の
海
上
絵
巻
を

是
非
ご
覧
下
さ
い
。�

（
慶
）

三
月

　

大
阪
府　
　
　

川
上　

豊
弘

　
　
　
　
　
　

ほ
か
六
十
六
名

四
月

　

神
奈
川
県　
　

増
元　

光
徳

　
　
　
　
　
　

ほ
か
一
〇
四
名

五
月

　

愛
知
県　
　
　

金
井　

幸
子

　
　
　
　
　
　

ほ
か
九
十
六
名

　　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

国

家

安

泰

五

穀

豊

穣

家

内

安

全

安

産

祈

願

海

上

安

全

大

漁

満

足

祭 

事 

暦 
（
七
月
か
ら

九
月
ま
で

）

三
月

　

十
二
日　
　

奈
良
県
・
薬
師
寺
執
事
長　

大
谷
徹
奘
氏�

他
九
名

　
五
月

　

二
十
九
日　

東
京
都
・
布
多
天
神
社　

野
澤
康
次
郎
宮
司�

他
一
名

　
　
　

参
　

拝
　

記
　

録
　

　
　

御
田
植
祭
斎
行

　

五
月
七
日
、
御
神
田
に
お
い

て
御
田
植
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
巫
女
と
養
成
所
生
徒
に
よ

り
御
田
植
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
四
ヶ
月
、
農
耕
と

殖
産
の
守
護
神
・
志
波
彦
大
神

が
見
守
る
中
、
秋
の
収
穫
を
待

ち
ま
す
。

毎
月

　

一
日

朔

日

祭

　

 

〃 

曲
木
神
社
月
次
祭

　

六
日

御
釜
神
社
月
次
祭

　

十
日

鹽
竈
神
社
月
次
祭

　

二
十
九
日

志
波
彦
神
社
月
次
祭

七
月

　

四
日

藻

刈

神

事

　

五
日

水

替

神

事

　

六
日

藻

塩

焼

神

事

　
　

〃

御

釜

神

社

例

祭

　

七
日

牛
石
藤
鞭
社
例
祭

　

十
日

鹽

竈

神

社

例

祭

流

鏑

馬

神

事

　

十
八
日

み

な

と

祭

八
月

　

一
日

曲

木

神

社

例

祭

九
月

　

二
十
九
日

志
波
彦
神
社
遷
座
記
念
祭

並
び
に
氏
子
崇
敬
会
秋
季
大
祭

　

六
月
三
十
日
、
祓
所
に
お
い

て
、
夏
越
大
祓
式
が
斎
行
さ
れ
、

参
列
者
は
半
年
間
の
穢
れ
を
祓

う
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
を
願
い
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
ま

し
た
。 夏

越
大
祓
式

　

五
月
十
二
・
十
三
・
二
十
五
・

二
十
七
日
の
四
日
間
に
わ
た
り
、

巫
女
の
神
楽
舞
の
温
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

藤
波
祥
子
先
生
（
亘
理
郡
・

八
重
垣
神
社
宮
司
）
の
御
指
導

の
も
と
、
当
社
独
自
の
一
森
の

舞
・
海
人
の
舞
や
、
浦
安
の
舞
、

悠
久
の
舞
の
稽
古
に
、
新
任
の

四
名
を
含
め
た
巫
女
た
ち
は
熱

心
に
取
組
み
ま
し
た
。

巫
女
神
楽
舞
温
習

銅
板
奉
納
者
芳
名

文
　
芸
　
欄
　
　
　
　
　

諸
肌
に
さ
れ
て
か
く
や
く
土
辣
韭　
　
　
　
　
　

大
野　

み
よ
子

薫
風
や
魁
夷
の
白
馬
走
り
出
す　
　
　
　
　
　
　

今
田　

須
美
子

葉
桜
や
園
児
ら
の
声
弾
け
来
る　
　
　
　
　
　
　

大
友　

セ
ツ
ノ

毛
虫
ケ
ム
シ
花
ど
ろ
ぼ
う
の
報
い
な
り　
　
　
　

上
田　

由
美
子

撫
で
牛
に
塩
竈
桜
散
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

ゆ
う
子

朝
採
り
の
束
解
き
に
け
り
初
蕨　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

悦
子

累
代
の
色
の
褪
せ
た
る
鯉
幟　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原　
　

和
子

が
き
大
将
二
列
に
並
ぶ
葱
坊
主　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　
　

豊
子

漁
港
に
も
銀
座
の
香
り
鰆
東
風　
　
　
　
　
　
　

今
野　

紀
美
子

夕
映
え
の
水
の
お
し
ゃ
べ
り
葱
坊
主　
　
　
　
　

及
川　
　

源
作


